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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で上昇となりました。前々週から引き続き24日
（火）まで、16日連騰となりました。週末は、世
界的な景気拡大に伴う企業業績の改善期待を背景
に、21年３カ月ぶりに２万2,000円台に乗せまし
た。（週末引け値：22,008.45円）

 週間では、日経平均株価は2.57％の上昇、東証株
価指数は2.33％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年10月23日～10月27日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に低下となりました。日銀が金融緩和を当分
継続するとの観測や、米国債券安（利回りは上昇）
等を受けて、一進一退の展開となりました。週末は、
日銀による国債買い入れオペ（公開市場操作）の結
果を受けた需給の緩みを意識した売りから、利回り
は前日比で上昇しました（価格は低下）。（週末引
け値：0.073%）

 週間では、0.002％の低下となりました。

（審査確認番号H29-TB311）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。堅調な米企業決算の内容を受け、
週間で概ね上昇基調となりました。週末は、米下院
で2018年度の予算決議案が可決されたことや、7－
9月期の国内総生産（ＧＤＰ）速報値が市場予想を上
回った事等を受けて上昇しました。（週末引け値：
23,434.19ドル）

 週間ではNYダウは0.45％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高
となりました。週初は、米株安と米国債の利回り低
下を受けた円買い・米ドル売りが優勢となりました。
週末は、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が開催した理事会
において、量的金融緩和の終了に慎重姿勢を示した
ことから対ユーロ主導で米ドル高が進行し、対円で
も米ドル買いが優勢となりました。（週末引け値：
113円65銭～75銭）

 週間では米ドル/円は0.13％の円安、ユーロ/円は
1.35％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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